














































































































































(1) AAA， A Statement of Basic Accounting Theory， 1966， p.1;飯野利夫訳『アメリ
カ会計学会 基礎的会計理論』国元書房， 1969年， 2頁。
(2) 飯野利夫「会計情報開示上の諸問題」会計ジャーナル20巻 2号(1988年2月)， 43頁。





































































































(6) C. E. Shannon and W. Weaver， The Mathematical Theory of Communication， 
1964 ;長谷川 淳・井上光洋訳『コミュニケーションの数学的理論一一情報理論の
基礎一一 J明治図書， 1969年， 46頁。






















































(9 ) 凶 2-5は. r上掲，li-j110瓦の16Jを参考にした。
(11)(1) r上掲，li-j llO~111 兵。



















入れて図 2-5を修正すると，次の図 2- 6 のようになる。
図 2-6と同様のモデルは，伊礼教授によって，個人と個人との間で、行わ
れる個体間コミュニケーション・プロセスのモデルとして，次のように示さ





(I:l) 凶2-6は， r上掲，IU 113兵の凶を参考にした。
(1 ，1) (1~)) 伊礼武志「会計情報のコミュニケーションに関する一考察(1) 一一特に外部財務
































































経論集10巻 l号 (1981年 7月)， 10頁。
コミュニケーションとしての会計ディスクロージャー (1) 1 





































































































































































係について図示すると，図 2- 9 のようになる。
加) 加藤春忠子「社会関係としてのコミュニケーションJ. 内川芳美，岡部慶三，竹内郁
郎，辻村 明編『前掲書』所収. 84頁の凶を参考にして作成した。


























































































コミュニケーションとしての会J十ディスクロージャー(1 ) 19 
図2-11 送り手側と受け手側の三角形関係
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号解読化過程)およびメッセージ伝達過程が各々適切に，また正確に遂行さ
れ，コミュニケーションが有効に行われたことを意味する。なお，言語記号
によって指示対象をメッセージに変換する抽象化過程は，送り手側における
対象認知過程と情報処理過程によって構成されることを示している。
最後に， コミュニケーションの「二段の流れ」とし、う仮説があるが，これ
は会計コミュニケーションにもあてはまるので，簡単に考察しておこう。コ
ミュニケーションの二段の流れというのは，マス・コミュニケーションにお
ける送り手から受け手へのコミュニケーションの直接の流れのほかに，媒介
者を経由しての流れが存在することを示したものである(図 2-12)。
図2-12 コミュニケーションの二段の流れ
送 情
|ォピニオン リーダートー①①-斗1者利用り
手 報
コミュニケーションの流れといったとき，そこには情報の流れと影響の流
れといった二種類がある。人々は マス・コミュニケーションによる情報の
直接の流れ(①)によるよりも，情報を解釈して，意見・助言を含む加工し
た情報をコミュニケートする，オピニオン・リーダー(媒介者)による情報
20 経営と経済
の間接的流れ(①)によって，より大きな影響を受けるのである。①のコミ
ュニケーションの流れは，人々の共通の知識と関心をもたせる。そして，①
のコミュニケーションの流れは，こういった条件の下にある(つまり，知識
と関心をもった)利用者に，個人的な影響力を与えるのである。したがって，
利用者は，①のみの情報を受取る場合と，①と①の両方の情報を受取る場合
とでは，その反応が異なることが多いのである。
(未完)
